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I. 総括研究報告書 

厚生労働科学研究費補助金（女性の健康の包括的支援総合研究事業） 
令和 6 年度総合研究報告書 
月経随伴症状に関連した健康課題の公衆衛生学的分析とその解決に向けた包括的研究 
研究代表者：平池 修 東京大学医学部附属病院 
研究要旨 

女性特有の健康課題は、日本社会における月経に関連した知識のリテラシー不足であること

も関係し、ライフステージを考慮した配慮は十分なされていない。女性の社会進出が進む一方

で、女性特有の健康課題に対する十分な配慮が不足していることは経済損失に直結することか

ら、本研究は、月経随伴症状（主に月経困難症、PMS/PMDD、異常子宮出血）が女性の QOL
や労働生産性に与える影響を多角的に検討し、社会実装可能な政策提言を導き出すことを目的

とした。月経痛や PMS は有病率が高く、多くの女性が就労・就学に支障を来しているにも関わ

らず、症状を「我慢すべきもの」として医療的介入に至らない現状が存在する。特にプレゼン

ティズムやアブセンティズムは、個人の生産性だけでなく経済的損失としても顕著である。研

究は、主に文献レビューと大規模レセプトデータの解析を通じて進められた。レビューでは、

月経困難症や PMS が QOL 低下・欠勤・集中力低下・離職意向の上昇と関連しており、LEP製
剤の使用やヘルスリテラシーの向上が症状改善に寄与することが示された。さらに、PMS と生

活習慣病（高血圧、糖尿病、脂質異常症）との関連も解析され、PMS 群は非 PMS 群に比べて

これら疾患のリスクが高いことが明らかになった。加えて、健康課題の認知度調査では、PMS
や月経困難症の自覚があっても未受診率が高く、特に若年層や働き盛り世代での医療アクセス

の壁が浮き彫りとなった。SNS やアプリが主な情報源であることも確認され、今後はこうした

デジタルツールを活用した支援策が有効と考えられる。以上の結果から、月経随伴症状は社会

全体の課題であり、教育現場や職場での支援体制の整備、早期介入、生活習慣の改善、医療制

度の見直しなど多面的な対応が必要であることが示された。今後の政策形成や啓発活動におい

て、本研究の知見が実用的基盤となることが期待される。 
 
研究分担者氏名・所属研究機関名及び所属研究機関における職名 
江川美保  京都大学医学研究科 助教 
大須賀穣  東京大学医学部附属病院 教授 
小川真里子 福島県立医科大学 女性医療センター 特任教授 
武田卓   近畿大学東洋医学研究所 教授 
田中佐智子 神戸薬科大学大学院薬学研究科 教授 
谷口文紀  鳥取大学医学部 教授 
寺内公一  東京科学大学大学院医歯学総合研究科寄付講座 教授 
當山まゆみ 京都大学大学院医学研究科 特定助教 
前田恵理  北海道大学大学院医学系研究科 准教授 

松崎政代  東京医科歯科大学大学院保健衛生科学研究科 教授 

森繭代   東京大学医学部附属病院 女性診療科・産科 講師 

森崎菜穂  国立成育医療研究センター社会医学研究部 部長
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Ａ.研究目的 
現代女性の社会進出は進む一方で、月経に

伴う症状（以下、月経随伴症状）が女性の生

活や社会経済活動に及ぼす影響は依然とし

て深刻であるにもかかわらず、情報はまとま

って整理されていないままである。月経困難

症、月経前症候群（PMS）、月経前不快気分

障害（PMDD）などの代表的な月経随伴症状

は、有月経女性の約 70〜80％にみられると

されており、身体的苦痛のみならず、精神

的・社会的負担をもたらす疾患群である。た

とえば、PMS は 20〜40 代女性の約 70%に

認められ、その一部は重症型の PMDD へと

移行しうる。月経困難症についても約 80%
の女性が経験しており、その半数近くが日常

生活に影響を受けていると報告されている。

しかし多くの女性はこのような月経随伴症

状を「病気」とは認識せず積極的に治療しよ

うとは考えていないことから、通院を含む医

療的対応に至りにくい現状がある。特に就学

中・就労中の女性にとって、これらの症状は

学業や職務遂行能力を著しく低下させ、欠

席・遅刻・休職・退職といった不利益な結果

を招く可能性が指摘されている。月経随伴症

状と労働生産性の関係を示す報告が蓄積さ

れつつある。たとえば、日本国内外の研究に

おいて、月経痛や PMS による presenteeism
（出勤はしているが症状に由来した業務効

率低下がみられる状態）や absenteeism（純

粋な欠勤）の頻度が高く、企業にとっても看

過できない経済的損失であることが報告さ

れている。また、日本特有の、症状を抱えな

がらも「我慢する」文化的背景や、月経に関

する情報へのアクセスの困難さ、医療機関受

診のハードルなどにより、多くの女性が医療

的介入を受けることなく生活の質（QOL）を

低下させている現状も指摘されている。 
しかしながら、既存の研究の多くは限られ

た集団に対する横断的調査にとどまってお

り、症状の重症度、罹患率、生活習慣・社会

的背景との関連性、併存疾患との関係、さら

には将来的な疾病リスクとの関連を多面的

かつ縦断的に評価した疫学的研究は乏しい。

また、月経困難症や PMS/PMDD に注目した

研究はあるが、異常子宮出血（生殖可能年齢

女性においてみられる子宮からの出血を総

称する。過多月経も含む）も含めた月経随伴

症状による包括的な検討はおこなわれてい

ない。月経随伴症状は、身体的症状だけでな

く精神的・社会的側面と複雑に絡み合う多因

子疾患であるため、統合的な視点からの評価

が求められる。 
こうした背景を踏まえ、本研究では、女性

の社会経済活動への月経随伴症状の影響を

多角的に評価することを目的とする。具体的

には、AMED 研究班「働く女性における月経

困難症・月経前症候群・更年期障害の二次予

防・三次予防のための指針策定に関する研究

開発（R5〜R7）」班長である寺内分担研究

者と連携し、月経困難症、PMS/PMDD に加

え、異常子宮出血を対象とし、既存の文献レ

ビューと新たな疫学的調査に基づき、以下の

点について明らかにすることを目的とする。 
第一に、症状の発生状況、好発年齢、重症

度分布およびその推移、社会・家庭・学校・

職場における具体的な影響（例：学業成績、

勤務継続率、キャリア形成、社交活動など）

を定量的に把握する。第二に、生活習慣（運

動・食習慣・睡眠）、ストレス、ホルモン環

境、家族歴などの要因が症状の発現および重

症化にどのように関与するかを解析し、うつ

病、不眠症、摂食障害といった精神的併存疾

患の頻度および相関を評価する。これらの月

経関連症状・疾患が将来的に高血圧、糖尿病、

骨粗鬆症などの生活習慣病や精神疾患リス

クに及ぼす影響についても予測モデルを用

いて検討する。 
第三に、月経随伴症状に関連した知見の認

知度調査をおこなう。月経随伴症状に対する

個人および社会の対応は不十分なままであ

る。本調査では、こうした健康課題に対して

個人がどのように理解し、行動しているかを

定量的に分析することで、認知と行動のギャ

ップを明確にし、社会全体としての健康リテ

ラシー向上の糸口を探る。さらに、都市と地

方、世代間、性別など多様な属性ごとの比較

を通じて、重点的に支援を講じるべき層を特

定し、効果的な情報提供の手段や介入の方向
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性を考察することも大きな目的のひとつで

ある。月経随伴症状に関するエビデンスの社

会的浸透を図るため患者団体、関連学会でエ

ビデンスの認知度調査をおこなうことによ

り明らかになった課題の解決に必要な支援

の方策を検討する際の基礎資料および普及

啓発に利用できる。女性に特有の健康問題で

ある月経前症候群（PMS）、月経困難症に関

する国民の理解度や行動実態を多角的に把

握し、今後の啓発戦略および政策形成の基盤

を明らかにすることである。さらに、これら

の研究成果を基に、社会実装を見据えた情報

発信にも注力し、患者団体、産業界、教育関

係者、自治体、関連学会といったステークホ

ルダーと連携し、月経随伴症状に関する科学

的エビデンスの社会的浸透を図ることが可

能になる。また、得られた知見の認知度や理

解度を評価する調査を行い、今後の保健教

育・医療政策・企業の健康経営への応用可能

性を検討することを目的の一つとする。 
 
Ｂ.研究方法 
１）月経随伴症状（月経困難症、PMS、異常

子宮出血）が absenteeism/presenteeism 、
QOL、経済損失に対し及ぼす影響についての

英文・和文レビュー 
 
月経随伴症状特に月経困難症、PMS、異常子

宮出血（過多月経を含む）などと、QOL、経

済損失、absenteeism/presenteeism との関連

をみる検討を論文（英文・和文）サーチする

ことでデータを抽出した。 
＜文献検索方法＞ 
本研究では、月経随伴症状が日常に与える影

響や生活の質に及ぼす影響、さらには女性の

社会進出に及ぼす経済損失を評価することを

目的とした。1)月経困難症（月経痛）、2) 
PMS/PMDD、3) 異常子宮出血（過多月経を

含む）の 3つの症状をターゲットとし、それ

ぞれアブセンティズム・プレゼンティズム、

生活の質（QOL）、経済損失・生産性の 3 つ
のテーマについて評価するため、文献調査を

実施した。 
文献のスクリーニングは 2段階に分けて実施

した。1次スクリーニングは、2024 年 6 月に

3つのデータベース（PubMed, Scopus, 医中

誌）を用いて、系統的かつ再現可能な手法に

基づき、文献を包括的に検索・選定した。検

索期間は 2014 年から 2024 年とし、検索日は

2024 年 6 月 24 日とした。検索には月経随伴

症状（月経困難症、PMS/PMDD、異常子宮出

血）に関連するキーワードを用いて、表 1 に

示す検索式にて検索を実施した。英文 11,858
報、和文 2,577 報の文献が抽出された。 
次に、2 次スクリーニングとして、抽出され

た論文を１）月経困難症（月経痛）、２）

PMS/PMDD、３）異常子宮出血の 3つの症状

で分類し、そのうえでアブセンティズム・プ

レゼンティズム、生活の質（QOL）、経済損

失・生産性の 3つのテーマについて、表 2 に

示したキーワードに基づいて 2次スクリーニ

ングを実施した。さらに○○名の著者により、

タイトルと抄録の内容から文献の選定を実施

し、合計で 136件の文献を選定した（表 3）。 
 
２）大規模データベースを用いた PMS と併

存疾患との関連についての検討 
月経前症候群（PMS）は生殖年齢女性に広

くみられるが、罹患歴のある女性における将

来的な健康への影響については十分に解明さ

れていない。そこで本研究では、PMS と将来

の高血圧、2 型糖尿病、脂質異常症の発症リ

スクとの関連を検討した。 
2005 年 1 月〜2024 年 7 月の間に JMDC デ

ータベースに外来レセプト情報があり、かつ

健康診断を受診した 18〜49歳の女性のうち、

PMS と診断された 12,620 人を PMS 群、年

齢および保険加入月を一致させた 55,618 人

を非 PMS 群として後ろ向きマッチドペアコ

ホート研究を実施した。主要アウトカムは高

血圧・糖尿病・脂質異常症のいずれかの診断

（複合アウトカム）、副次アウトカムは各疾患

個別の診断とし、Cox比例ハザードモデルを

用いてハザード比（HR）を算出した。 
 

３）女性特有の健康課題の認知度調査 
本研究では、月経随伴症状が日常生活に与え

る影響について対象集団を絞り認知度を調査

することを目的の一つとしている。調査対象

は、月経随伴症状を取り扱う医療従事者、健

康診断に関連する学会、潜在的な患者集団な

どを対象としている。今年度は対象の絞り込

みを班会議にておこなった。 
 
Ｃ.研究結果 
１）月経痛と Presenteesm・Absenteesm、

QOL、経済・労働生産性損失のレビュー 
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1-1：月経痛と Presenteesm・Absenteesm
月経困難症や月経痛が就労・就学に与える影

響として、プレゼンティズムおよびアブセン

ティズムの両面での実態が複数の研究から示

された。中国の看護師長を対象とした Li ら

（2023）の調査では、96.6%がプレゼンティ

ズムを経験しており、月経痛や疲労が主な要

因とされた。de Arruda ら（2024）のブラジ

ル研究では、月経痛の重症度に比例してプレ

ゼンティズムのリスクが高まり、月経量が多

い場合にはそのリスクが 2.12 倍に上昇する

ことが示された。学業面では、スペインの看

護学生に対する Abreu-Sánchez ら（2020）
の研究で 92.7%がプレゼンティズムを経験し

ており、特に実習などの拘束性の高い授業で

その傾向が顕著であった。出席しなければな

らないという社会的圧力、成績への不安、罪

悪感が背景にあるとされる。また、Söderman
ら（2019）のスウェーデン高校生対象の研究

では、59%が社会活動の制限を報告しており、

36%が重度の月経困難症を経験していた。一

方 、 ア ブ セ ン テ ィ ズ ム に 関 し て は 、

Leon-Larios ら（2024）がスペインの女性労

働者を対象に行った研究で、34.3%が欠勤を

検討しながらも実際に休んだのは 17.3%にと

どまり、その理由には職場の評価や周囲の目

を気にする心理的障壁があった。学業面では、

Fernández-Martínez ら（2019）のスペインの

看護学生に対する研究で、月経困難症がある

学生はそうでない学生と比べて 6.95 倍欠席

のリスクが高く、Söderman ら（2019）の研

究では 14%が毎月欠席、45%が年に数回欠席

していた。Armour ら（2020）のメタアナリ

シスでも、若年女性の約半数が直近 3周期の

うち 1回以上授業を欠席していることが明ら

かとなっている。さらに、Davis ら（2018）
のインドネシア研究では、月経衛生管理の不

備や文化的要因による羞恥心が欠席の主因で

あることも示された（資料 1-1）。 
1-2：月経痛と QOL 
フランス人女性 3000名以上を対象に原発性

月経困難症の有病率と強度を調査した

Fernandez ら（2020）の調査では、79％が

月経時疼痛を経験し、24歳以下の若年女性で

は、66％が現在月経困難症であると報告した。

月経困難症の女性では QOL（SF-36 スコア）

の有意な低下がみられた。オーストラリアの

女性における月経困難症の QOL に関する

Pouraliroudbaneh ら（2024）のメタアナリシ

スでも、月経困難症を有する女性の QOL が

低下することが示されている。 
日本人女性を対象とした Mizuta ら (2023) 

の調査では、月経困難症が重度になるほど 
QOL スコアが低下すること、特に、慢性的

な痛みによる負のスパイラルが  QOL に著

しい影響を与え、心理的 QOL も低下するこ

とを明らかにした。この結果は、月経困難症

が単なる身体的な問題ではなく、精神的な健

康にも大きな影響を及ぼす可能性を示唆して

いる。日本における月経困難症の薬物療法と

症状に関する Yoshino ら（2022）の検討では、

LEP（低用量エストロゲン・黄体ホルモン）

治療が最も有効であることが示された。この

研究では、LEP 治療を受けた女性は月経症状

の大幅な改善が見られ、QOL や仕事の生産

性も向上したと報告している。一方、NSAIDs 
や漢方薬を用いた非 LEP 治療では、同様の

改善は認められなかった。この結果は、LEP 
治療が身体的および精神的な月経症状の管理

に有効であることを示唆している（資料 1-2）。 
1-3：月経痛と経済・労働生産性損失 
日本人女性の月経困難症の治療パターンと

経済的負担に関する Akiyama ら（2017）の

調査では、月経困難症患者の年間総医療費が

対照群と比較して 2～3 倍高いことが示され

た。特に外来受診が費用増加の主要因であり、

月経困難症による医療負担の大きさが明らか

となった。 
de Arruda ら（2024）の横断研究においても、

月経症状のある女性の 44.2％がプレゼンテ

ィズム（出勤しているが生産性が低下してい

る状態）を経験しており、特に月経量が多い

女性や月経痛の強い女性でプレゼンティズム

が顕著であったことが示された。 
また、オランダの一般女性を対象とした

Schoep ら (2019)の大規模アンケート調査で

は、女性の 13.8％が月経中のアブセンティズ

ムを報告し、80.7％がプレゼンティズムによ
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る生産性低下を経験していること、その経験

をする日数は年間平均 23.2 日であった。しか

し、女性が月経による不調がアブセンティズ

ムの理由であると雇用主や学校に伝えたのは、

わずか 20.1%であった。また、Weisberg ら
（2016）は、過多月経と月経痛が重度の女性

では、ベッドで過ごす日数が増加し、仕事の

生産性が低下することを報告している。過多

月経/月経困難症が職務遂行能力に及ぼす影

響を評価した Sims ら（2024）の 21 試験の

システマティックレビューでは、過多月経お

よび月経困難症の女性は仕事中のアブセンテ

ィズム（欠勤）の頻度が高く、1 ヵ月あたり

3.2～17.6 時間の欠勤が発生していた。月経

困難症伴う推定年間収入損失は米国では

3,555.20～6,294.17ドルと推定された。一方、

治療による症状改善が、仕事の生産性の向上

と経済的損出の改善に寄与することも報告さ

れている。原発性月経困難症（機能性月経困

難症）の女性を対象にした Han ら（2022）
の韓国の調査では、年間コストの推計が

4,053 ドル（補完代替医療の直接費用 1,245
ドル＋生産性損失などの間接費用 2,807 ド
ル）に達し、月経困難症が仕事の生産性低下

と収入減に関連することが示された。日本の

大学病院看護師を対象とした Ota ら（2023）
の調査では、月経に伴う身体症状を報告した

看護師は、"離職意向"を有する可能性が高い

ことが示された。そのため、月経痛などの身

体症状に対する介入は、看護師の就労継続支

援につながる可能性が示唆された（資料 1-3）。 
 
２）PMS と Presenteesm・Absenteesm、

QOL、経済・労働生産性損失のレビュー 
2-2：PMS と Presenteesm・Absenteesm 
日本の高校生 901 名を対象に、PMS や

PMDD が学校欠席（アブセンティズム）に与

える影響を調査した Tadakawa ら（2016）の

横断的研究では、学生の 11.9％が PMS や

PMDD に関連した症状により月に 1回以上欠

席していた。不眠・過眠や身体的症状（不眠、

乳房の圧痛、腹部膨満感、頭痛、関節や筋肉

痛など）が欠席のリスク要因として特定され、

さらに特に、月に 1 回以上欠席する学生の

11.9％が PMS や PMDD に関連した症状を報

告して塩分の多い食事を好む傾向や定期的な

運動の不足といった生活習慣も欠席と関連し

ていた。これより、思春期におけるおり、適

切な運動や食習慣の指導の重要性が示唆され

ている。社会経済的階層の違いが PMS や月

経 不 順 の 頻 度 に 与 え る 影 響 を 調 べ た

Nasrullah ら（2016）のパキスタンでの報告

では、低所得層の女子生徒で PMS の罹患率

が高いことが示された。すなわち、低所得層

の女性は医療アクセスの制限や生活環境の影

響を受けやすく、欠席が増加するリスクが高

いと考えられた（資料 2-1）。 
2-2：PMS と QOL  
PMS が女性の QOL 低下に及ぼす影響につ

いては明確にされてきた。PMSが女性のQOL
に影響を与える要因を評価した HadaviBavili
ら（2024）の調査では、PMS の重症度が高

いこが QOL にマイナスの影響を与えること

を報告した。また、月経困難症の女性を対象

とした Quick ら（2019）の調査では、PMS
を有する場合に周月経期（月経周期 3～4 日

目）月経前週の QOL スコアが有意に低下す

ることを報告した。インドの女子大学生を対

象とした Bhuvaneswari K ら（2019）の調査

でも、PMS がすべての領域で QOL の低下と

関連することが報告された。 
PMS における QOL 低下に影響を及ぼす因

子としては、日本人女子高校生大学生を対象

とした Takeda ら（2020）の調査では、月経

前症状質問票（PSQ）測定される月経に対す

る不公平感の認識が、月経前症状に影響する

ことが示された。また、PMS患者の QOL と

線維筋痛症候群（FMS:）の関連を調査した

Soyupek ら（2017）の研究では、PMS 患者

では精神的 QOL が低下するが、FMS を合併

した PMS では身体的 QOL が低下することが

報告された（資料 2-2）。 
2-3：PMS と経済・労働生産性損失 
PMS は、職業生活にも大きな影響を与えて

いる。ヨルダンの看護師を対象に、PMS と仕

事関連 QOL の関係を調査した Al-Hmaid ら

（2024）の研究では、PMS を持つ看護師は

仕事への満足度が低く、職場ストレスが高い
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ことが示された。このことは、PMS が労働生

産性の低下やキャリアの機会喪失につながる

可能性を示唆している。エジプトの医療従事

者と非医療従事者を比較した Mahmoud ら
（2024）の調査では、医療従事者における

PMS の有病率が高く、仕事関連 QOL が低下

していることを報告した。この研究は、特定

の職種における PMS の影響を考慮した職場

環境の改善の必要性を示している。また、ト

ルコの看護師を対象とした Kahyaoglu Sut 
ら（2016）の調査でも、PMSの有病率が 38.1%
であり、PMS が仕事関連 QOL に負の影響を

及ぼしていることを明らかにされた。特に、

PMS のある看護師は職場でのストレスが高

く、仕事へのコントロール感が低いことが指

摘されている。Maheshwari ら（2023）によ

るインドの勤労女性を対象とした調査でも、

PMS 女性で仕事の QOL が低下していること

を報告している。Ozeki ら(2024)は、日本の

女性労働者を対象に、月経前症候群に関する

オンライン教育後の労働生産性の変化を調査

した。研究結果によると、中等度から重度の

PMS を持つ女性のうち、医療援助を求めた女

性は、月経間症状の有意な改善を報告したも

のの、PMS教育後に医療援助を求めた割合は

4.9%とわずかであり、月経時のプレゼンティ

ズムには有意な改善が見られなかった。中程

度から重度の PMS の被験者は、周期全体を

通して月経による苦痛をより強く感じ、仕事

における生産性も、軽度から中程度の PMS
の被験者よりも低いと報告している。また、

Imamura ら(2020)は、日本の女性労働者を対

象とした全国調査で、ヘルスリテラシー（HL）
が高い女性は PMS によるプレゼンティズム

が有意に少ないことを報告しており、HL の

向上が PMS の管理に重要な要素であること

を示唆している（資料 2-3）。 
 
３）異常子宮出血（AUB）と Presenteesm・

Absenteesm、QOL、経済・労働生産性損失

のレビュー 
3-1：AUB と Presenteesm・Absenteesm 
日本において、過多月経の影響を調査した

Ito ら（2024）の横断研究{Ito, 2024 #1}では、

鉄剤を服用している女性のうち、悪心や嘔吐

の有無が労働生産性と関連していることが示

された。この研究では、385 名の女性を対象

に、鉄剤の副作用と QOL との関連性を調査

した結果、悪心や嘔吐がある患者では、プレ

ゼンティズムや全体的な労働障害が有意に高

いことが確認された（p < 0.001）。また、

EQ-5Dユーティリティスコアが低いほど、労

働生産性の低下が顕著であった。異常子宮出

血および過多月経がアブセンティズムの要因

となっていることも報告されている。症状が

重度の場合、女性は頻繁に仕事を休むことを

余儀なくされ、結果として職場での役割が縮

小されるリスクがある。Sims ら（2024）の

レビューによると、過多月経の女性は正常な

月経周期の女性と比較して、欠勤する可能性

が高いことが示されている。特に、月経中の

アブセンティズムは、月経困難症と同様に欠

勤への影響が強く、1 ヶ月あたりの欠勤時間

は 3.2〜17.6 時間に及んだ。また、パートタ

イム労働者はフルタイム労働者と比較して、

月経症状によるアブセンティズムが多い傾向

が見られた。さらに、貧血による疲労感が長

期的な欠勤の主な要因となっており、一部の

女性は治療を受けることで症状が改善し、ア

ブセンティズムが減少したことが報告されて

いる。RCT（ランダム化比較試験）において、

鉄剤治療を受けた女性の多くは、数ヶ月後に

仕事の生産性が向上し、アブセンティズムの

減少が観察された（資料 3-1）。 
3-2：AUB と QOL 
HMB および AUB は、貧血や疲労を引き起こ

し、身体機能の低下をもたらす。内科外来を

受診した生殖年齢の女性を対象とした

Kocaoz ら（2019）の調査では、HMB の有病

率は 37.9%であり、月経期間の延長とともに

身体機能が低下することが示された。一般女

性を対象とした Weisberg ら（2016）のアン

ケート調査では、HMB に伴う重度の月経痛が

女性の QOL に極めて大きな影響を及ぼし、

出血量が多い女性で寝たきりになる日数が増

加することを報告している。また、HMB の治

療歴のある女性を対象とした Peuranpää ら
（2014）の調査では、貧血が QOL に影響を
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及ぼすこと、HMB を発症した患者ではヘモグ

ロビン値の回復には長期間を要することなど

が示された。ブラジルの生殖期女性を対象に、

AUB の有病率などを調査した Rezende ら

（2023）の研究では、AUB の自己認識率が

31.4％であり、AUB を認識している女性の

47％が貧血の診断を受け、約 80％が QOL の

低下を訴えた 
一方、子宮筋腫の診断を受けた日本人女性を

対象とした Koga ら（2023）の調査では、子

宮筋腫を有する女性の多くが過多月経などの

子宮筋腫様症状を有しており、特に貧血が

QOL および仕事の生産性の低下をもたらす

ことを報告した（資料 3-2）。 
3-3：AUB と経済・労働生産性損失 
日本の HMBや貧血のために鉄剤を服用して

いる女性を対象とした Ito ら（2024）の研究

では、鉄剤による悪心や嘔吐が QOL や労働

生産性に影響を与えることを示した。特に、

悪心や嘔吐を有する女性は、プレゼンティズ

ムの増加や労働生産性の低下がもたらされた。

また、オーストラリアの女性を対象とした

Weisberg ら（2016）のアンケート調査では、

HMB に重度の月経痛を伴う場合は、HMB 単
独の場合よりも QOL のあらゆる側面で顕著

な低下がみられ、寝たきりの日数が増加し、

その結果労働生産性の低下を招くことが報告

された。子宮筋腫の診断を受けた日本人女性

を対象とした Koga ら（2023）の調査におい

ても、子宮筋腫を有する女性の多くが過多月

経などの子宮筋腫様症状を有しており、特に

貧血が QOL および仕事の生産性の低下をも

たらすことが示された。同様に、子宮筋腫の

女性患者を対象とした Marsh ら（2018）の調

査では、「子宮筋腫のリスクあり」の女性は月

経出血量が多く、労働生産性の低下に影響を

及ぼすことが報告された（資料 3-3）。 
 
２）大規模データベースを用いた PMS と併

存疾患との関連についての検討 
ベースラインにおいて、PMS 群は非 PMS
群に比べて血圧・血糖・脂質の値が良好であ

り、喫煙および飲酒の頻度も低かった。 
解析の結果、PMS 群では複合アウトカムの

発症リスクが有意に高く（HR 1.49, 95% CI: 
1.38–1.61）、副次アウトカムにおいても高血

圧（HR 1.48, 95% CI: 1.27–1.72）、糖尿病（HR 
1.38, 95% CI: 1.19–1.60）、脂質異常症（HR 
1.59, 95% CI: 1.44–1.75）のいずれにおいて

もリスクの上昇が認められた。年齢別のサブ

グループ解析においても、18〜29歳を含むす

べての年代で同様の傾向が確認された。 
さらに、ベースライン時の健診で血圧・血

糖・脂質の異常値を有する者を除外した感度

解析、および PMS 診断後 1 年以内に低用量

ピルを 3 シート以上処方された PMS 群とそ

の対照群に限定した解析でも、同様の結果が

得られた。一方で、処方歴や健診値異常をア

ウトカムとした解析では、複合アウトカム

（HR 1.11, 95% CI: 1.05–1.17）および高血圧

（HR 1.35, 95% CI: 1.25–1.46）においては関

連を認めたが、糖尿病（HR 1.00, 95% CI: 0.64
–1.57）および脂質異常症（HR 1.05, 95% CI: 
0.99–1.13）については有意な関連は認められ

なかった（資料 4）。 
 
３）女性特有の健康課題の認知度調査 
次年度において、班員がステークホルダーを

務める学会（日本思春期学会、日本助産師会）、

日本人間ドック学会理事の知己である企業の

健康診断に関連する管理職、京都における教

職員など、個人を特定しない形でアンケート

をおこなうことになった。 
 
Ｄ.考察 
本研究は、月経随伴症状が女性の QOL、労働

生産性、社会経済活動に及ぼす影響を多角的

に捉え、現代社会における女性の健康課題の

実態を明らかにするとともに、今後の効果的

な対策や政策立案に資する知見を得ることを

目的として実施された。月経随伴症状は従来、

個人の問題あるいは婦人科の一疾患として捉

えられてきたが、近年の研究では、これが個

人の社会生活、就業状況、教育機会にまで広

範な影響を及ぼし、結果的に経済的損失や職

場での不平等、健康格差にまで波及すること

が示唆されている。本研究により得られたデ

ータは、これらの社会的・経済的側面を裏付
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けるものであり、また今後の医療・教育・労

働政策において優先的に対応すべき領域であ

ることを明確にした。本研究の成果は、医療

のみならず教育、労働、福祉政策といった多

分野に波及効果をもたらすことが期待される。 
 

1. 月経随伴症状の社会的・経済的インパクト 
本研究における文献レビューでは、月経困難

症や PMS を抱える女性が日常的にプレゼン

ティズムやアブセンティズムの問題に直面し

ており、これが学業・就業における成果や継

続性に悪影響を及ぼしていることが確認され

た。とりわけ、看護職や学生といった身体的・

精神的に負荷の大きい職種・立場では、月経

痛によって集中力が低下し、実習や勤務の質

に直接的な影響が及んでいたことが明らかと

なった。 
異常子宮出血や過多月経などに伴う貧血症状

が体力の持続や職場でのパフォーマンスに影

響する文献も多く報告された。こうした生産

性低下は個人レベルの QOL 損失にとどまら

ず、組織や社会全体にとっても重大な経済的

損失要因となり得る。これらの結果から、月

経随伴症状は単なる身体症状に留まらず、経

済・労働分野に直接波及する公衆衛生上の重

要課題と位置付けられるべきである。 
2. 多職種連携とデジタル技術の可能性 
本研究では、プレゼンティズムやアブセンテ

ィズムの発生に、職場環境や管理職の理解度

が大きく影響していることが示唆された。健

康課題への対応において、医師のみならず、

産業医、保健師、上司、人事担当者が一体と

なって支援体制を構築することが不可欠であ

る。 
また、月経管理アプリの活用による自己管理

の促進、オンライン健康教育による知識提供、

AI による症状予測・トリアージなど、デジタ

ル技術の応用可能性も高く評価された。今後

はこれらを組み合わせた統合的なサポートシ

ステムを整備し、特に若年層や就労世代の支

援強化を図る必要がある。 
3. PMS と生活習慣病との関連性 
本研究では、PMS を有する女性において、将

来的な生活習慣病（高血圧・糖尿病・脂質異

常症など）の発症率が有意に高い傾向が示さ

れた。これは、PMS が内因性ストレス反応や

自律神経機能、代謝異常などと関係する全身

性の病態であることを示唆している。 
さらに、PMS のある女性では不眠や過食、運

動不足などの生活習慣の乱れが高頻度に観察

されており、これらが中長期的に生活習慣病

の温床となる可能性がある。これらの知見は、

PMS や月経困難症を女性の心身の健康を総

合的に管理する起点として捉え、早期のライ

フスタイル介入や継続的な健康モニタリング

の重要性を強く示すものである。月経随伴症

状の包括的エビデンスの整理が完成すること

が期待される。月経困難症（月経痛）、

PMS/PMDD などの有月経女性において頻度

の多い疾患は QOL を低下させ、経済損失に

つながるが、今後日本においてこれら研究は

さらに深化すべきであり、研究分野における

大きなインパクトとなることが期待される。

２）とも関連するが、女性特有の疾患の啓発

とそれに続く治療介入は、女性の QOL 向上

のみならず社会経済活動の活性化につながる

ことが期待される。考察として、PMS と高血

圧との関連には、自律神経の不均衡、慢性炎

症、神経内分泌系の過敏性といった生理学的

メカニズムが関与している可能性が示唆され

る。一方、糖尿病および脂質異常症との関連

については、PMS群の健康意識の高さや軽症

例が多かったことによりリスクが過小評価さ

れた可能性がある。また、腸内細菌叢や食生

活などの要因も影響している可能性があるが、

高血圧に比べてその関連メカニズムは明確で

はなかった。以上の結果から、PMS は将来的

な生活習慣病リスク、特に高血圧のリスク上

昇と関連している可能性があり、早期からの

予防的介入の意義が示唆される。 
 
4. 月経随伴症状の認知度と政策提言と社会

実装への展望〜ヘルスリテラシーと医療アク

セスの課題〜 
本研究を通じて得られた多角的な知見は、具

体的な制度設計や社会実装へと展開するため

の基盤となる。月経随伴症状が女性の社会参

加や生活の質に与える影響を軽減するために

は、医療分野にとどまらず、教育・労働・福

祉・産業保健といった各分野が連携し、包括
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的な支援体制を構築する必要がある。 
第一に、月経に関する知見を教育する場の提

供と、その質的・量的強化が求められる。思

春期段階から、男女共通に認知が必要な事項

であること、月経そのものが個人差の大きい

生理的現象であること、症状が重い場合は治

療可能な疾患であることを明確に教えること

は、将来の医療受診行動や自己管理能力の向

上に資すると考えられる。外部専門家を活用

した体験型・相談型の教育機会の導入など、

学際的・実践的な教育改革が必要である。 
第二に、職場環境への政策的介入である。月

経随伴症状を理由とした業務配慮や勤務調整

を可能とする制度の導入、女性労働者向け健

康相談窓口の設置、産業医・保健師を交えた

職場内スクリーニング体制の確立が考えられ

る。経済産業省の「健康経営銘柄」制度との

連携により、こうした取組を実施する企業に

対するインセンティブ（税制優遇や助成金）

を設けることも有効な方策であると考えられ

る。 
第三に、ICT や AI を活用したセルフモニタ

リングと医療アクセス支援の強化が挙げられ

る。具体的には、月経管理アプリと連携した

医療相談プラットフォームの構築や、AI によ
る症状予測とスクリーニング支援、遠隔診療

との統合的運用が想定される。これにより、

通院が困難な女性や医療情報にアクセスしに

くい若年層への支援が実現し、プレゼンティ

ズム・アブセンティズムの予防にもつながる。 
さらに、公的医療保険制度において、月経随

伴症状に対する治療や検査が保険適用の対象

となることをわかりやすく国民に周知し、実

際の受診にかかる経済的障壁を下げる政策的

配慮も不可欠である。一つの方法として、月

経困難症や PMS に対する漢方薬や LEP製剤
の継続的な使用が必要な患者に対し、保険適

用拡大や助成制度を講じると、早期治療介入

や、長期に渡る管理が可能となる可能性があ

ると推測する。このような制度を設けると、

結果的として社会全体の医療費負担を軽減す

る効果もある程度期待できる。 
最後に、地方自治体と連携した地域主導型モ

デルの確立も重要である。地域特性に応じた

啓発イベントや市民公開講座、保健センター

を活用した女性健康相談事業の展開により、

地域住民のリテラシー向上と医療資源の適正

利用を図ることができる。 
これらの政策的アプローチは、短期的には女

性の健康課題に対する社会的認知の向上と医

療アクセスの改善を図ることができ、長期的

には就労継続率や生産性向上などといった社

会的効果をもたらす可能性が高く、エビデン

スに基づいた政策形成が今後ますます求めら

れる。 
 
Ｅ.結論 

女性の健康に関して月経随伴症状を標的と

した研究を展開した。本研究は、月経随伴症

状を「公衆衛生」「労働」「教育」「経済」「医

療」など多方面から統合的に捉え、女性の QOL
向上と持続可能な社会の実現に向けた実証的

データを提示した。従来は主観的・個人的な

問題とみなされていた月経に伴う症状が、社

会全体の生産性や福祉水準に密接に関係して

いることを明らかにした点で、本研究の意義

は大きい。月経を「女性だけの問題」ではな

く、社会全体の健康と平等を支える共通課題

として再定義し、ジェンダーや年齢を問わず

誰もが基本的な身体理解と共感を持ち、行動

に移せる社会基盤づくりを、今後さらに進め

ていくべきである。今回得られた結果をさら

に詰めることで最終的には政策への反映が可

能であり、施策化されることは真に女性が活

躍できる社会の実現を目指すための第一歩で

あるといえよう。 
月経関連症状による生産性の低下は、医学的

対応だけでなく、教育、職場文化、テクノロ

ジー、生活習慣といった多様な要因の統合的

対策によって改善されうることが示された。

今後は、政策的な支援のもと、ヘルスリテラ

シー向上と職場・学校環境の整備、ならびに

アプリや身体活動を活用したセルフケア支援

策の普及が重要である。月経困難症および月

経痛は、QOL の低下や労働生産性の低下に大

きく関与しており、特に心理的健康への影響

が深刻であることが示されている。適切な治

療として LEP の有効性が確認されている一

方で、生活習慣の改善も重要な要素であり、

特に栄養、運動、睡眠の管理が月経症状の軽
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減に役立つことが示唆されている。また、モ

バイルアプリの活用や職場での支援体制の強

化も、働く女性の QOL 向上に寄与する可能

性がある。今後は、より包括的な対策を通じ

て、月経関連症状に対する社会的支援を強化

していくことが求められる。 
 
Ｆ. 健康危険情報 
特になし 
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⼥性の健康の包括的⽀援政策研究事業︓⽉経に関連した⼥性の健康課題に係る公衆衛⽣学的
分析及びその課題解決に向けた研究(24FB0101) 参考資料 
 
表 1. ⼀次スクリーニングの検索式 
英⽂雑誌（PubMed） 
PubMed 2024.06.24 
("dysmenorrhea"[Title/Abstract] OR "dysmenorrhoea"[Title/Abstract] OR 

"menstrual pain"[Title/Abstract] OR "menstrual cramps"[Title/Abstract] OR 

"abnormal uterine bleeding"[Title/Abstract] OR "heavy menstrual 

bleeding"[Title/Abstract] OR "menstrual molimina"[Title/Abstract] OR 

"premenstrual syndrome"[Title/Abstract] OR "metrorrhagia"[Title/Abstract] OR 

"menorrhagia"[Title/Abstract] OR "hypermenorrhea"[Title/Abstract] OR 

"Menometrorrhagia"[Title/Abstract] OR "heavy uterine 

bleeding"[Title/Abstract] OR "irregular menstrual bleeding"[Title/Abstract] OR 

"irregular uterine bleeding"[Title/Abstract] OR "intermenstrual 

bleeding"[Title/Abstract] OR "primary dysmenorrhoea"[Title/Abstract] OR 

"secondary dysmenorrhoea"[Title/Abstract] OR "menorrhagia"[Title/Abstract]) 

AND 2014/01/01:3000/12/31[Date - Create] 

8,195 

Scopus   
( TITLE-ABS ( dysmenorrhea ) OR TITLE-ABS ( menstrual AND pain ) 
OR TITLE-ABS ( menorrhagia ) OR TITLE-ABS ( menstrual AND 
cramps ) OR TITLE-ABS ( abnormal AND uterine AND bleeding ) OR 
TITLE-ABS ( heavy AND menstrual AND bleeding ) OR TITLE-ABS 
( menstrual AND molimina ) OR TITLE-ABS ( premenstrual AND 
syndrome ) OR TITLE-ABS ( metrorrhagia ) OR TITLE-ABS 
( hypermenorrhea ) OR TITLE-ABS ( menometrorrhagia ) OR TITLE-
ABS ( menorrhagia ) OR TITLE-ABS ( heavy AND uterine AND 
bleeding ) OR TITLE-ABS ( irregular AND menstrual AND bleeding ) 
OR TITLE-ABS ( irregular AND uterine AND bleeding ) OR TITLE-ABS 
( intermenstrual AND bleeding ) OR TITLE-ABS ( primary AND 
dysmenorrhoea ) OR TITLE-ABS ( secondary AND dysmenorrhoea ) 
OR TITLE-ABS ( menorrhagia ) OR TITLE-ABS ( dysmenorrhoea ) ) 
AND PUBYEAR > 2013 

8,610 

マージ  
PubMed+Scopus ︓重複削除・Abstract のない論⽂を除外 11,858 



 
和⽂雑誌（医中誌） 
医中誌 2024.06.24 
((((((((((((希発⽉経/TH or 希発⽉経/AL)) or ((⽉経異常/TH or 頻発⽉経
/AL)) or (重度⽉経出⾎/AL) or (((((⽉経困難症/TH or ⽉経困難症/AL)) or 
((⽉経前症候群/TH or ⽉経前症候群/AL)) or ((⽉経困難症/TH or ⽉経随伴
症状/AL)) or ((⽉経困難症/TH or ⽉経痛/AL)) or ((⽉経前不快気分障害
/TH or ⽉経前不快気分障害/AL)) or ((⽉経前不快気分障害/TH or 
PMDD/AL)) or ((⽉経前症候群/TH or PMS/AL)) or (異常⼦宮出⾎/AL) or 
((過多⽉経/TH or 過多⽉経/AL))))) or ((⼦宮出⾎-不正/TH or 機能性⼦宮
出⾎/AL)) or ((⼦宮出⾎/TH or ⼦宮出⾎/AL)))) and (DT=2014:2024))) 
and (PT=会議録除く))))))) 

2,577 

 
表 2. 2 次スクリーニングのキーワード 
テーマ キーワード 
アブセンティズム・プレゼンティズム アブセンティズム、プレゼンティズム、⽋勤、仕事、学校 
QOL・⽣産性 QOL、労働 
経済損失 経済損失、⽣産性、労働 

 
表 3. ２次スクリーニングの結果 

  A  B C  

 
アブセンティズム・ 
プレゼンティズム 

QOL 
経済損失・ 

⽣産性 

⽉経困難症（⽉経痛） ①17 報 ②32 報 ③12 報 

PMS/PMDD ④ 4 報 ⑤15 報 ⑥ 6 報 
異常⼦宮出⾎（過多⽉経） ⑦28 報 ⑧12 報 ⑨10 報 

 



①⽉経困難症・⽉経痛がプレゼンティズム・アブセンティズムに与える影響︓サマリー 

 
はじめに 
⽉経困難症および⽉経痛は、⼥性の労働⽣産性や学業成績に深刻な影響を及ぼすことが多く、特に
プレゼンティズム（症状を抱えながらの出勤・通学）やアブセンティズム（⽋勤・⽋席）の主な要因となっ
ている。本稿では、これらの影響を明らかにし、関連する論⽂の知⾒を整理する。 
 
１）⽉経困難症・⽉経痛がプレゼンティズムに及ぼす影響   
仕事への影響 
中国の看護師⻑を対象とした Li ら（2023）の検討では、96.6%がプレゼンティズムを経験しており、そ
の主な原因として⽉経痛や疲労が挙げられることを⽰した。また、看護職のように⾁体的・精神的負担が
⼤きい職業では、⽉経痛が直接的に仕事の質に影響を及ぼす可能性があることが⽰唆された。また、 
de Arruda ら（2024）のブラジルの横断研究では、⽉経痛が強いほどプレゼンティズムのリスクが⾼ま
り、特に⽉経量が多い場合にはそのリスクが 2.12 倍に上昇することが⽰された。 
 
学業への影響 
スペインの看護学⽣を対象とした Abreu-Sánchez ら（2020）の研究では、92.7%が⽉経困難症
によるプレゼンティズムを経験しており、学業遂⾏に⽀障をきたしていることが報告された。特に、看護学の
ような実習を伴う学問では、体調不良であっても出席しなければならない状況が⽣じやすく、それが学習
効率や成績に悪影響を及ぼす可能性があると指摘した。⽉経困難症を持つ学⽣たちがプレゼンティズム
を選択する理由として、「痛みに耐えられる」「⽋席する理由として認められない」「学業の重要性」「責任
感・罪悪感」などが挙げられており、これらの社会的な期待や環境要因が、⼥性が無理をしてでも出席・
出勤する要因となっている可能性がある。 
また、スウェーデンの⾼校⽣を対象とした Söderman ら（2019）の調査では、⼥性の 36%が重度の
⽉経困難症（NRS スコア 8-10）を経験し、59％が⽉経困難症のために社会活動を控えたと報告し
た。また、アブセンティズムは 45％の⼥性が年に数回、14％が毎⽉経験していることが⽰された。 
 
２）⽉経困難症・⽉経痛がアブセンティズムに及ぼす影響   
仕事への影響 
スペインの⼥性労働者を対象とした Leon-Lariosら（2024）の調査では、34.3%が⽉経による⽋勤
を考えたものの、実際に休んだのは 17.3%にとどまったことを報告した。また、その背景には職場での評価
を気にする⼼理的要因が⼤きく関与していることを⽰している。 
 
学業への影響 
スペインの看護学⽣を対象とした Fernández-Martínez ら（2019）の検討では、⽉経困難症のある



学⽣は、そうでない学⽣に⽐べて 6.95倍も⽋席のリスクが⾼いことが明らかになった。また、スウェーデンの
⾼校⽣を対象とした Söderman ら（2019）の調査では、⼥性の 14%が毎⽉⽋席し、45%が年に
数回⽋席しており、⽉経困難症が学業に⼤きな影響を及ぼしていることが⽰された。オーストラリアの若
年⼥性を対象とした Armour ら（2020）のメタアナリシスでは、過去 3 回の⽉経周期のうち 1 回以
上授業を⽋席した割合が半数近くに達していることから、⽉経困難症が学業継続に多⼤な影響を及ぼ
すことが⽰された。さらにインドネシアの Davis ら（2018）による学校調査では、⽉経衛⽣管理
（MHM）の不備や⽂化的な羞恥⼼がアブセンティズムの主な要因となっていることが明らかにされている。 
 
３）改善策とその有効性   
プレゼンティズムやアブセンティズムの影響を軽減するための改善策も研究されている。 
ドイツの就労者を対象にした Cook ら（2023）の研究では、⽉経痛の重症度や上司へ⽉経痛がある
ことを正直に報告することがプレゼンティズムと関連しており、職場環境や上司との関係性が、⼥性労働
者の健康管理や働き⽅に⼤きく影響を与える可能性が⽰された。 
Song ら（2018）の⽇本の研究では、⽉経状態や健康状態について情報提供可能である⽉経管理
アプリ「からだのきもち」を利⽤した群で、⽉経困難症の発症率が⾮利⽤群よりも有意に低く、労働⽣産
性も改善されることが⽰された。 
さらに、⾝体活動の有効性についても研究されており、原発性⽉経困難症に対する Matthewman ら
（2018）の RCT のメタアナリシスでは、⾝体活動が疼痛の強度と持続時間を軽減する可能性が⽰唆
されている。このように、テクノロジーや⽣活習慣の改善を取り⼊れることで、⽉経関連症状による⽣産性
の低下を改善することも⽰されている。 
 
結論 
⽉経困難症および⽉経痛は、プレゼンティズムやアブセンティズムを通じて、労働⽣産性や学業成績に深
刻な影響を及ぼす。⽂化的要因や職場・学校のサポート環境も⼤きく関与しており、適切な介⼊策
（健康教育・モバイルアプリ・職場の理解促進など）が求められる。今後は、より多様な環境下での研
究や、制度的な対策の有効性を評価する研究が必要である。 
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②⽉経困難症・⽉経痛がQOL に与える影響︓サマリー 

 
はじめに 
⽉経困難症および⽉経痛は、⽣殖年齢の⼥性の多くが経験する症状であり、単なる⽣理的な不快感
にとどまらず、⽇常⽣活や社会活動に⼤きな影響を及ぼす疾患である。⽉経困難症は、特に強い下腹
部痛や腰痛を特徴とし、時には吐き気、頭痛、倦怠感などの全⾝症状を伴うこともある。これらの症状は、
精神的、⾝体的な QOL の低下を引き起こし、労働⽣産性の低下やアブセンティズムの増加につながる
ことが⽰されてきた。 
 
1）⽉経困難症と QOL  
フランス⼈⼥性 3000 名以上を対象に原発性⽉経困難症の有病率と強度を調査した Fernandez ら
（2020）の調査では、79％⽉経時疼痛を経験し、24 歳以下の若年⼥性では、66％が現在⽉経
困難症であると報告した。⽉経困難症の⼥性では QOL（SF-36 スコア）の有意な低下がみられた。オ
ーストラリアの⼥性における⽉経困難症の QOL に関する Pouraliroudbaneh ら（2024）のメタアナリ
シスでも、⽉経困難症を有する⼥性の QOL が低下することが⽰されている。 
⽇本⼈⼥性を対象とした Mizuta ら (2023) の調査では、⽉経困難症が重度になるほど QOL スコ
アが低下すること、特に、慢性的な痛みによる負のスパイラルが QOL に著しい影響を与え、⼼理的 
QOL も低下することを明らかにした。この結果は、⽉経困難症が単なる⾝体的な問題ではなく、精神
的な健康にも⼤きな影響を及ぼす可能性を⽰唆している。 
 
2）⽉経困難症とメンタルヘルス 
⽇本の働く⼥性 6,048 名を対象にした Shimamoto ら（2021）の調査では、⽉経症状が 
HRQoL（健康関連 QOL）を著しく低下させることが⽰された。特に、⼀部の⾝体症状に加え、精神
的・⼼理的症状が QOL 低下に⼤きく寄与しており、⽉経の多⾯的な性質に対処するための総合的な
介⼊が必要であると指摘している。 
原発性⽉経困難症を有する英国⼥性を対象にしたKapadi ら（2020）の調査では、⽉経痛が QOL
を低下させること、特に⽉経痛が重い場合、あるいはうっ⾎性の⽉経困難症の場合に、精神的 QOL が
さらに悪化する予測因⼦となることが⽰された。 
⼀⽅、東京の都市部で働く⼥性を対象とした Matsumura ら（2023）の調査では、⽉経困難症の
重症度が⾼い⼥性ほど⼼理的苦痛を抱える傾向があり、仕事のコントロールの度合いが⼼理的苦痛の
軽減に寄与する可能性が⽰された。このことは、職場環境の改善が⽉経困難症の影響を軽減する可能
性を⽰唆している。また、⽇本⼈⼥性を対象とした Kato ら（2017, 2021）の⼀連の調査では、⽉経
痛に対する対処の柔軟性が抑うつ症状に影響を与えることが⽰されており、痛みへの適応⼒が⼼理的健
康の維持に重要であることが⽰唆されている。 
 



3）⽉経関連症状の重症度に関わる因⼦ 
⽉経困難症や⽉経前症候群（PMS）、⽉経前不快気分障害（PMDD）の有病率と重症度を調
査した Mitsuhashi ら（2022）のメタアナリシスでは、⽉経困難症の重症化と関連している因⼦として、
BMI が低いこと（< 18.5 kg/m2）、および喫煙が挙げられた。 
また、⽉経困難症のセルフケア尺度と関連因⼦の関連を検討した Yamamoto ら（2019）の調査で
は、⽉経痛の程度が⾷習慣、睡眠習慣と関連することが⽰された。⽇本⼈⼥⼦中学⽣を対象とした
Kazama ら（2015）の調査では、睡眠時間が 6 時間未満であることが中等度から重度の⽉経困
難症と有意に関連することが⽰された。同様に、⽇本の⼥⼦⼤⽣を対象に、ソーシャル・ジェットラグ（平
⽇と休⽇の就寝・起床リズムのズレ）と⽉経症状・⽉経周期の関係を検討した Komada ら（2019）
の検討では、1 時間以上のソーシャル・ジェットラグが、重篤な⽉経症状の有意な関連因⼦であることが
⽰された。 
また、⽉経痛は様々な症状とも関連する。⽇本⼈⼥⼦⼤学⽣を対象にした Yamamoto ら（2022）
の調査では、⽇本の若い⼥性集団において、⽉経痛が機能性ディスペプシアおよび⼼窩部灼熱症候群
と正の関連があることが⽰された。 
⽇本⼈⼥性の⼦宮筋腫が QOL および労働⽣産性に与える影響を検討した Koga ら (2023) によ
る JOYFUL 調査では、中等度から重度の⼦宮筋腫に由来する⽉経症状が QOL の低下と関連する
こと、特に貧⾎が QOL 低下の主要因であることが報告されている。⼀⽅、適切な治療を受けた⼥性で
は QOL の改善傾向がみられた。 
 
4）⽉経困難症の重症度と運動習慣 
定期的な運動習慣と⽉経周辺症状の関連を調査した Mizuta ら（2022）の報告では、定期的な
運動習慣が⽉経周辺症状の重症度を軽減することが⽰されており、特に⽉経前の否定的感情の軽減
に運動習慣が関連することが⽰唆された。 
⽇本⼈⼥性アスリートと⾮アスリートを⽐較した Momma ら（2021）の調査においても、アスリートと⽐
較して、⾮アスリートは⽉経困難症の有病率が⾼く、重症度も⾼かった。この 2 つのグループでは、重症
⽉経困難症に関連する要因が異なっていた。したがって、運動選⼿と⾮運動選⼿の⽉経困難症の管理
には、異なる戦略が必要であることが⽰唆された。 
 
5）栄養と⽣活習慣の影響 
栄養摂取と⽉経痛の関連性について調査した Naraoka ら（2023）の調査では、動物性タンパク質、
ビタミン D、ビタミン B12 の摂取量が少ない⼥性ほど、⽉経痛が重い傾向があることが⽰された。また、
朝⾷の摂取頻度や⼊浴の頻度が低いことも、⽉経痛の重症度と関連していた。⽇本の⼥⼦医学⽣を
対象に⽉経症状と栄養状態を検討した Fukushima ら（2020）の調査では、⾎清アルブミン値が⽉
経症状による⼼理的苦痛に関連することが⽰された。 
 
6）治療介⼊が QOL に与える効果 



⽇本における⽉経困難症の薬物療法と症状に関するYoshino ら（2022）の検討では、LEP（低⽤
量エストロゲン・⻩体ホルモン）治療が最も有効であることが⽰された。この研究では、LEP 治療を受け
た⼥性は⽉経症状の⼤幅な改善が⾒られ、QOL や仕事の⽣産性も向上したと報告している。⼀⽅、
NSAIDs や漢⽅薬を⽤いた⾮ LEP 治療では、同様の改善は認められなかった。この結果は、LEP 
治療が⾝体的および精神的な⽉経症状の管理に有効であることを⽰唆している。 
また、就労⼥性を対象として⽉経管理のためのモバイルアプリケーション「からだのきもち」の有効性を調査
した Song ら（2018）の⽇本の研究では、アプリの使⽤により⽉経困難症やうつ病の発⽣率が低下
し、費⽤対効果も⾼いことを確認した。この結果は、デジタルツールを活⽤した⽉経管理が、働く⼥性の 
QOL 向上に寄与する可能性を⽰している。 
 
 
結論 
⽉経困難症および⽉経痛は、QOL の低下や労働⽣産性の低下に⼤きく関与しており、特に⼼理的健
康への影響が深刻であることが⽰されている。適切な治療として LEP の有効性が確認されている⼀⽅で、
⽣活習慣の改善も重要な要素であり、特に栄養、運動、睡眠の管理が⽉経症状の軽減に役⽴つこと
が⽰唆されている。また、モバイルアプリの活⽤や職場での⽀援体制の強化も、働く⼥性の QOL 向上に
寄与する可能性がある。今後は、より包括的な対策を通じて、⽉経関連症状に対する社会的⽀援を
強化していくことが求められる。 
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③⽉経困難症・⽉経痛が労働⽣産性・経済的損失に与える影響︓サマリー 

 
はじめに 
⽉経痛および⽉経困難症は、⼥性の健康に⼤きな影響を与えるだけでなく、労働⽣産性の低下や経
済的負担をもたらすことが多くの研究で⽰されている。本レビューでは、これらの疾患が個⼈および社会の
経済損失に与える影響について、近年の研究をもとにまとめる。 
 
１）⽉経痛・⽉経困難症による労働⽣産性への影響 
⽇本⼈⼥性の⽉経困難症の治療パターンと経済的負担に関する Akiyama ら（2017）の調査では、
⽉経困難症患者の年間総医療費が対照群と⽐較して 2〜3 倍⾼いことが⽰された。特に外来受診が
費⽤増加の主要因であり、⽉経困難症による医療負担の⼤きさが明らかとなった。 
de Arruda ら（2024）の横断研究においても、⽉経症状のある⼥性の 44.2％がプレゼンティズム
（出勤しているが⽣産性が低下している状態）を経験しており、特に⽉経量が多い⼥性や⽉経痛の強
い⼥性でプレゼンティズムが顕著であったことが⽰された。 
また、オランダの⼀般⼥性を対象とした Schoep ら (2019)の⼤規模アンケート調査では、⼥性の
13.8％が⽉経中のアブセンティズムを報告し、80.7％がプレゼンティズムによる⽣産性低下を経験してい
ること、その経験をする⽇数は年間平均 23.2 ⽇であった。しかし、⼥性が⽉経による不調がアブセンティ
ズムの理由であると雇⽤主や学校に伝えたのは、わずか 20.1%であった。また、Weisberg ら（2016）
は、過多⽉経と⽉経痛が重度の⼥性では、ベッドで過ごす⽇数が増加し、仕事の⽣産性が低下すること
を報告している。 
⼦宮内膜症の影響について検討した Della Corte ら（2020）のナラティブレビューでは、⼦宮内膜症
に伴う⽉経痛などの症状が、⾝体的な影響だけでなく抑うつ、不安の悪化などの⼼理的な影響を及ぼし、
仕事における⽣産性の低下や医療資源の⼤量使⽤につながると報告した。 
 
２）⽉経困難症と経済的損失 
過多⽉経/⽉経困難症が職務遂⾏能⼒に及ぼす影響を評価した Sims ら（2024）の 21試験のシ
ステマティックレビューでは、過多⽉経および⽉経困難症の⼥性は仕事中のアブセンティズム（⽋勤）の
頻度が⾼く、1 ヵ⽉あたり 3.2〜17.6 時間の⽋勤が発⽣していた。⽉経困難症伴う推定年間収⼊損
失は⽶国では 3,555.20〜6,294.17 ドルと推定された。⼀⽅、治療による症状改善が、仕事の⽣産
性の向上と経済的損出の改善に寄与することも報告されている。 
原発性⽉経困難症（機能性⽉経困難症）の⼥性を対象にした Han ら（2022）の韓国の調査で
は、年間コストの推計が 4,053 ドル（補完代替医療の直接費⽤ 1,245 ドル＋⽣産性損失などの間
接費⽤ 2,807 ドル）に達し、⽉経困難症が仕事の⽣産性低下と収⼊減に関連することが⽰された。 
⽇本の⼤学病院看護師を対象とした Ota ら（2023）の調査では、⽉経に伴う⾝体症状を報告した
看護師は、"離職意向"を有する可能性が⾼いことが⽰された。そのため、⽉経痛などの⾝体症状に対す



る介⼊は、看護師の就労継続⽀援につながる可能性が⽰唆された。 
 
３）⽉経痛に与える勤務環境の影響 
⽇本⼈看護師の夜勤頻度と⽉経不順の関係を分析した Mayama ら（2020）の調査の中で、⽉
間で 8 回以上夜勤になると⽉経痛のリスクが⾼まることを報告している。その⼀⽅、⽇本の⼥性労働者
を対象にした Nishikitani ら（2017）の調査では、勤務間インターバルが 11時間より短い⼥性労働
者と、11 時間より⻑い労働者に⽐べて⽉経周期異常が多い傾向が⽰されたが、⽉経痛が仕事に与え
る影響に関しては有意差は認められなかった。これらの結果から、職場環境が⼥性の⽉経健康に影響を
及ぼす可能性は検討の余地が残されている。 
 
４）⽉経困難症患者の治療アクセスの促進 
続発性⽉経困難症（SD︓器質性⽉経困難症）患者の受診に関する Ishida ら（2024）のデータ
ベース研究では、SD による外来受診およびホルモン療法による外来受診が、器質性⽉経困難症管理
料導⼊後に有意な上昇傾向を認めたことから、このような経済的な⽀援が⽉経困難症を有する⼥性の
治療へのアクセスを促進する可能性がある。 
 
結論 
⽉経痛および⽉経困難症は、⼥性の QOL の低下だけでなく、労働⽣産性や経済的損失にも⼤きく影
響を与えることが⽰されている。アブセンティズムやプレゼンティズムの増加により、年間数千ドル規模の経
済的損失が⽣じる可能性があることが明らかとなった。特に、⽉経教育の普及や職場環境の改善が、⼥
性の健康管理と労働⽣産性向上の鍵となると考えられる。今後の研究では、企業や社会全体での対
策を講じることで、⼥性の健康と経済活動の両⽴を⽀援する施策の検討が求められる。 
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④PMS/PMDDがプレゼンティズムおよびアブセンティズムに与える影響︓サマリー 

 
はじめに 
⽉経前症候群（PMS）および⽉経前不快気分障害（PMDD）は、⼥性の⽣活の質や労働⽣産性
に⼤きな影響を及ぼす疾患である。これらの疾患により、多くの⼥性が職場や学校でのプレゼンティズム
（出勤しているがパフォーマンスが低下している状態）やアブセンティズム（⽋勤）の問題を抱えることが
ある。本稿では、これらの疾患がプレゼンティズムおよびアブセンティズムに与える影響について、最新の研
究をレビューし、関連する知⾒をまとめる。 
 
1）PMS および PMDD とプレゼンティズムの関連性 
PMDD の症状とプレゼンティズム 
PMDDと診断された⼥性が職場で経験する具体的な症状として、Hardyら（2017）の質的研究は、
集中⼒の低下、感情の爆発、⾃⼰不信などを挙げている。これらの症状がプレゼンティズムを引き起こし、
業務効率の低下や職場での対⼈関係の悪化につながることが報告されている。また、PMDD 患者は症
状が消失した後、これらの⽣産性低下を補うため、⽉経周期のエピソード後、⻑時間働いたり仕事を家
に持ち帰ったりするなどの過代償性⾏動をとることが報告されている。このような周期が継続することで、キ
ャリアの中断や離職につながる可能性も⾼いとされた。 
 
2）PMS および PMDD とアブセンティズムの関連性 
学業に対する影響 
⽇本の⾼校⽣ 901 名を対象に、PMS や PMDD が学校⽋席（アブセンティズム）に与える影響を調
査した Tadakawa ら（2016）の横断的研究では、学⽣の 11.9％が PMS や PMDD に関連した症
状により⽉に 1 回以上⽋席していた。不眠・過眠や⾝体的症状（乳房の圧痛、腹部膨満感、頭痛、
関節や筋⾁痛など）が⽋席のリスク要因として特定され、さらに、塩分の多い⾷事を好む傾向や定期的
な運動の不⾜といった⽣活習慣も⽋席と関連していた。これより、思春期における適切な運動や⾷習慣
指導の重要性が⽰唆されている。 
 
社会経済的要因 （論⽂のエビデンスの記載からは⽋席に関する論⽂ではなさそう︖） 
社会経済的階層の違いが PMS や⽉経不順の頻度に与える影響を調べた Nasrullah ら（2016）の
パキスタンでの報告では、低所得層の⼥⼦⽣徒で PMS の罹患率が⾼いことが⽰された。すなわち、低所
得層の⼥性は医療アクセスの制限や⽣活環境の影響を受けやすく、⽋席が増加するリスクが⾼いと考え
られた。 
 
教育・⽀援の必要性 
⽇本の⼥性労働者 2000 名を対象とした Imamura ら（2020）の全国調査による横断的研究で



は、ヘルスリテラシー（HL）が⾼い群では PMS のプレゼンティズムが有意に少ないことが⽰され、ヘルスリ
テラシーが PMS の管理において重要な要素となることが⽰唆された。 
PMDD をかかえる⼥性が必要とする職場での⽀援に関する Hardy ら（2017）の調査では、⼥性従
業員の PMS および PMDD に対する認識を⾼めること、柔軟な勤務体制や相談窓⼝の設置などの⽀援
が、プレゼンティズムおよびアブセンティズムを軽減する可能性があることが⽰された。また、フェムテックの活
⽤やヘルスリテラシー教育を通じて、労働環境を改善する取り組みも効果的であることが⽰唆された。 
 
結論 
PMS および PMDD は、教育現場や職場における⼥性のプレゼンティズムおよびアブセンティズムに⼤きな
影響を与える疾患である。これらの問題を軽減するためには、教育、医療⽀援、職場環境の改善が不
可⽋である。特に、ヘルスリテラシーの向上や柔軟な勤務体制の導⼊は、労働⽣産性の向上につながる
可能性がある。研究者、雇⽤主、政策⽴案者、医療専⾨家が協⼒し、⼥性の健康と労働環境の改
善に向けた取り組みを進めることが重要である。 
 
【国内エビデンス】 
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⑤PMS/PMDD が QOL に与える影響︓サマリー 

 
はじめに 
⽉経前症候群（PMS）および⽉経前不快気分障害（PMDD）は、⼥性の⽣活の質（QOL）に深
刻な影響を及ぼす疾患であり、⾝体的・精神的症状が多⽅⾯にわたる影響をもたらす。PMS は、運動
習慣やストレス管理の影響を受けやすく、⽣活習慣の改善が症状の軽減に寄与する可能性が⽰されて
いる。⼀⽅、PMDDは精神症状が顕著であり、不安、抑うつ、感情の爆発、⾃⼰不信といった症状が強
く、QOL の低下がより深刻である。特に労働⽣産性への影響が⼤きく、職場でのストレス増⼤やキャリア
機会の喪失と関連している。 
本稿では、PMS および PMDD が QOL に及ぼす影響を、精神的健康、労働⽣産性、社会経済的背
景、治療・⽀援の必要性といった観点からレビューし、それぞれの疾患における特異的な影響を明らかに
する。 
 
１）PMS および PMDD と QOL の低下  
PMS と QOL 
PMS が⼥性の QOL 低下に及ぼす影響については明確にされてきた。PMS が⼥性の QOL に影響を与
える要因を評価した HadaviBavili ら（2024）の調査では、PMS の重症度が⾼いこが QOL にマイナ
スの影響を与えることを報告した。また、⽉経困難症の⼥性を対象とした Quick ら（2019）の調査で
は、PMS を有する場合に周⽉経期（⽉経周期 3〜4 ⽇⽬）の QOL スコアが有意に低下することを報
告した。インドの⼥⼦⼤学⽣を対象とした Bhuvaneswari K ら（2019）の調査でも、PMS がすべて
の領域で QOL の低下と関連することが報告された。 
PMS における QOL 低下に影響を及ぼす因⼦としては、⽇本⼈⼥⼦⾼校⽣を対象とした Takeda ら
（2020）の調査では、⽉経前症状質問票（PSQ）測定される⽉経に対する不公平感の認識が、
⽉経前症状に影響することが⽰された。また、PMS 患者の QOL と線維筋痛症候群（FMS:）の関連
を調査した Soyupek ら（2017）の研究では、PMS 患者では精神的 QOL が低下するが、FMS を合
併した PMS では⾝体的 QOL が低下することが報告された。 
 
２）PMS および PMDD とメンタルヘルス 
PMS とメンタルヘルス 
PMS の症状は、メンタルヘルスにも深く関与している。⽇本の⼥⼦医学⽣を対象に、PMS と⼼理的苦
痛との関連を分析した Fukushima ら（2020）の研究では、PMS が⼼理的苦痛のリスク要因である
ことが⽰され、さらに栄養状態と PMS 症状との関連では、アルブミン値が⼼理的苦痛と関連していること
が報告されている。 
 
PMDD とメンタルヘルス 



PMDD は PMS よりも精神症状がより顕著であり、特に感情の爆発、不安、抑うつ、イライラ、⾃⼰不信
といった症状が強く現れることが知られている。Balık ら（2015）の研究では、PMDD患者の⽅がPMS
患者よりも HAD-A（不安尺度）および HAD-D（抑うつ尺度）のスコアが有意に⾼いことが報告され
ている。また、PMDD 群は PMS 群よりも SF-36 の全スコアが低く、あらゆる⽣活領域において QOL が
低下していた。これらの結果は、PMDD が PMS よりもより深刻な精神的影響を及ぼすことを⽰唆してい
る。 
 
３）QOL 低下に対する運動・リテラシーの効果 
PMS 症状と運動 
PMS による QOL 低下に対し、継続的な運動が有効であることが報告されている。 
また、⽇本の⼥⼦⼤学⽣を対象に⾝体活動量と PMS 症状との関連を検討した Kawabe ら（2022）
の調査では、⾝体活動量が多い⼥性ほど PMS の⾝体的・⼼理的症状が軽度であることが⽰された。⽇
本の⾼校⽣を対象に、PMS と⽣活習慣の関連を調査した Yoshimi ら（2019）の横断研究では、中
等度から重度の PMS に対し、睡眠、⾷⽣活に加え、運動部への所属が PMS に有意に影響することが
⽰された。中国の⼥⼦⾼⽣ 233 名を対象とした Chen ら（2023）の中国の検討でも、⼀定以上の
運動参加が PMS の症状に関連することを⽰している。 
 
PMS 症状とヘルスリテラシー 
Takeda ら（2018）は、東⽇本⼤震災が被災地の思春期⼥⼦の⽉経前症状に関するデータの再分
析を⾏い、教育プログラムを受けた学⽣の PMS/PMDD の重症度は、震災前後で変化は⾒られなかっ
たが、教育を受けなかった⽣徒では、PMS/PMDD の重症度が悪化することを明らかにした。⾼校⽣の
PMS に関する教育の効果を調査した Babapour ら（2023）の調査でも、教育介⼊が PMS スコアを
有意に改善させることを報告した。 
⽇本の⼥性労働者を対象に、PMS教育後の労働⽣産性の変化を調査した Ozeki ら（2024）の研
究では、参加者の 4.9％が医療援助を求め、医療援助を求めた中等度から重度の PMS の⼥性は⽉
経間症状を緩和した。PMS 教育後に医療援助を求めた割合が少ないことが課題である。そのため、
PMS を有する⼥性への啓発が重要であることが⽰唆された。 
 
 
結論 
PMS および PMDD は、⼥性の QOL に多⼤な影響を与えている。⾝体的症状や精神的健康、職業
⽣活、社会経済的背景など、さまざまな要因が PMS の重症度や QOL の低下に関与していることが⽰
されている。特に、運動や健康教育、職場⽀援の充実が PMS の症状を軽減し、QOL の向上に寄与す
る可能性が⽰唆されている。今後は、PMS および PMDD の予防策や管理⽅法の開発が求められるだ
ろう。 
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⑥PMS/PMDD が経済的損失・⽣産性に与える影響︓サマリー 

 
はじめに 
⽉経前症候群（PMS）および⽉経前不快気分障害（PMDD）は、⼥性の⽣活の質（QOL）や労
働⽣産性に影響を及ぼすことが多くの研究で報告されている。PMS/PMDD に伴う症状は、プレゼンティ
ズム（出勤しているがパフォーマンスが低下している状態）やアブセンティズム（⽋勤）の増加を引き起
こし、経済的損失につながる可能性がある。本レビューでは、PMS/PMDD が労働⽣産性や経済負担に
与える影響について、近年の研究をもとに考察する。 
 
 
１）PMS/PMDD の労働⽣産性（仕事関連 QOL）への影響 
PMS は、職業⽣活にも⼤きな影響を与えている。ヨルダンの看護師を対象に、PMS と仕事関連 QOL
の関係を調査したAl-Hmaidら（2024）の研究では、PMSを持つ看護師は仕事への満⾜度が低く、
職場ストレスが⾼いことが⽰された。このことは、PMS が労働⽣産性の低下やキャリアの機会喪失につな
がる可能性を⽰唆している。エジプトの医療従事者と⾮医療従事者を⽐較したMahmoud ら（2024）
の調査では、医療従事者における PMS の有病率が⾼く、仕事関連 QOL が低下していることを報告し
た。この研究は、特定の職種における PMS の影響を考慮した職場環境の改善の必要性を⽰している。
また、トルコの看護師を対象とした Kahyaoglu Sut ら（2016）の調査でも、PMS の有病率が
38.1%であり、PMS が仕事関連 QOL に負の影響を及ぼしていることを明らかにされた。特に、PMS の
ある看護師は職場でのストレスが⾼く、仕事へのコントロール感が低いことが指摘されている。
Maheshwari ら（2023）によるインドの勤労⼥性を対象とした調査でも、PMS ⼥性で仕事の QOL
が低下していることを報告している。 
Ozeki ら(2024)は、⽇本の⼥性労働者を対象に、⽉経前症候群に関するオンライン教育後の労働⽣
産性の変化を調査した。研究結果によると、中等度から重度の PMS を持つ⼥性のうち、医療援助を求
めた⼥性は、⽉経間症状の有意な改善を報告したものの、PMS 教育後に医療援助を求めた割合は
4.9%とわずかであり、⽉経時のプレゼンティズムには有意な改善が⾒られなかった。中程度から重度の
PMS の被験者は、周期全体を通して⽉経による苦痛をより強く感じ、仕事における⽣産性も、軽度から
中程度の PMS の被験者よりも低いと報告している。また、Imamura ら(2020)は、⽇本の⼥性労働
者を対象とした全国調査で、ヘルスリテラシー（HL）が⾼い⼥性は PMS によるプレゼンティズムが有意
に少ないことを報告しており、HL の向上が PMS の管理に重要な要素であることを⽰唆している。 
 
 
２）PMS/PMDD と職業⽣活の質 
PMS は職業⽣活の質（WRQoL）にも影響を及ぼすと考えられる。Kahyaoglu Sut et al. (2016)
は、トルコの看護師を対象とした研究で、PMS のある看護師は PMS のない看護師よりもWRQoL スコ



アが低いことを⽰し、特に職場ストレスを除くすべての要因において有意な低下が⾒られた。また、
Maheshwari et al. (2023)の南インドの⼥性労働者を対象とした研究では、48.4％の⼥性が PMS
を有し、そのうち 35.3％が仕事の質の低下を経験していたことが報告された。 
 
 
２）PMS の勤務状況への影響 
勤労⼥性を対象とした Hardy ら（2017）のインタビュー調査では、PMDD による集中⼒の低下などの
様々な症状が、職場で⾒られるプレゼンティズムやアブセンティズムの⼀因となり、これらが⻑期に繰り返す
ことで、失職や退職などの影響が⽣じることを指摘している（プレゼンティズムやアブセンティズムの章で記
載したようにもう少し詳細に記載したほうが良いと思います）。また、PMS を経験する⼥性の職業参加に
関する Park ら（2023）の質的研究では、PMS 症状が職業的ルーチンや対⼈関係に⽀障をきたすこ
とを明らかにした。特に、PMS を管理するための⾃⼰認識が重要であり、適切な⽀援を講じることが必要
であると結論付けている。 
 
 
 
結論 
PMS/PMDD は、⼥性の QOL 低下のみならず、労働⽣産性の低下や経済的損失にも⼤きく影響を与
えることが⽰されている。プレゼンティズムやアブセンティズムの増加により、職場でのパフォーマンスが低下し、
⻑期的には経済的負担が増⼤する可能性がある。特に、ヘルスリテラシーの向上や PMS 管理のための
職場ポリシーの改善が、⼥性の健康管理と労働⽣産性の向上に不可⽋であると考えられる。今後の研
究では、企業や社会全体での取り組みを進めることで、⼥性の健康と経済活動の両⽴を多⾯的に⽀援
する施策の検討が求められる。 
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⑦異常⼦宮出⾎および過多⽉経がプレゼンティズム・アブセンティズムに与える影響︓サ

マリー 

 
はじめに 
⽣殖可能年齢⼥性におきる異常⼦宮出⾎（Abnormal Uterine Bleeding, AUB）および AUB に
含まれる過多⽉経（Heavy Menstrual Bleeding, HMB）は、⼥性の健康や⽣活の質（QOL）
に⼤きな影響を及ぼす疾患である。特に、これらの症状は貧⾎、疲労、集中⼒の低下を引き起こし、結
果として労働⽣産性に影響を与える可能性が指摘されている。近年の研究では、異常⼦宮出⾎や過
多⽉経がプレゼンティズムおよびアブセンティズムの増加に関連していることが明らかになっていることから、こ
れらの疾患が労働⽣産性に及ぼす影響について、公衆衛⽣学的視点から分析する。 
 
１）異常⼦宮出⾎および過多⽉経によるプレゼンティズム 
⽇本⼈⼥性における過多⽉経患者のプレゼンティズム 
⽇本において、過多⽉経の影響を調査した Ito ら（2024）の横断研究{Ito, 2024 #1}では、鉄剤
を服⽤している⼥性のうち、悪⼼や嘔吐の有無が労働⽣産性と関連していることが⽰された。この研究で
は、385 名の⼥性を対象に、鉄剤の副作⽤と QOL との関連性を調査した結果、悪⼼や嘔吐がある患
者では、プレゼンティズムや全体的な労働障害が有意に⾼いことが確認された（p < 0.001）。また、
EQ-5D ユーティリティスコアが低いほど、労働⽣産性の低下が顕著であった。 
 
国際的なエビデンス 
過多⽉経および異常⼦宮出⾎が職務遂⾏能⼒に与える影響を調査した 21 件の研究を対象とした
Sims ら（2024）のシステマティックレビューでは、⼥性の半数以上が⽉経症状に起因するパフォーマン
ス低下を経験していることが報告されており、特に貧⾎がある⼥性は通常の業務遂⾏が困難であることが
指摘されている。デスクワークを含む職種では集中⼒の低下が、体⼒を要する職種では疲労の増⼤がプ
レゼンティズムの主な要因となっていた。また、⽶国における経済的損失の推計では、過多⽉経によるプレ
ゼンティズムが年間 20 億ドル以上の損失を引き起こしていることが⽰された。この損失は、未治療また
は不⼗分な管理によるものであり、⽉経関連症状の適切な治療が⽣産性向上に寄与する可能性が⽰
唆されている。 
 
２）異常⼦宮出⾎および過多⽉経によるアブセンティズム 
異常⼦宮出⾎および過多⽉経がアブセンティズムの要因となっていることも報告されている。症状が重度
の場合、⼥性は頻繁に仕事を休むことを余儀なくされ、結果として職場での役割が縮⼩されるリスクがあ
る。 
 



⽋勤の増加とその要因 
Sims ら（2024）のレビューによると、過多⽉経の⼥性は正常な⽉経周期の⼥性と⽐較して、⽋勤す
る可能性が⾼いことが⽰されている。特に、⽉経中のアブセンティズムは、⽉経困難症と同様に⽋勤への
影響が強く、1 ヶ⽉あたりの⽋勤時間は 3.2〜17.6 時間に及んだ。また、パートタイム労働者はフルタ
イム労働者と⽐較して、⽉経症状によるアブセンティズムが多い傾向が⾒られた。さらに、貧⾎による疲労
感が⻑期的な⽋勤の主な要因となっており、⼀部の⼥性は治療を受けることで症状が改善し、アブセン
ティズムが減少したことが報告されている。RCT（ランダム化⽐較試験）において、鉄剤治療を受けた⼥
性の多くは、数ヶ⽉後に仕事の⽣産性が向上し、アブセンティズムの減少が観察された。 
 
３）経済的影響 
⽶国における Sims ら（2024）の調査{Sims, 2024 #2}では、過多⽉経の⼥性の年間収⼊損失
が 77.90〜2,473.71 ドルに上ると推定されており、この損失は低所得層の⼥性ほど顕著であった。特
に、低所得層の⼥性は医療機関へのアクセスが限られており、適切な治療を受ける機会が少ないことが、
⽋勤の増加につながっている。 
 
４）結論 
⽉経に関連する健康課題は、個⼈の QOL の低下のみならず、労働市場における⼥性の活躍や経済
的側⾯にも影響を及ぼすことが明らかになった。特に、過多⽉経や⽉経困難症を持つ⼥性においては、
プレゼンティズムやアブセンティズムが顕著であり、結果として職務遂⾏能⼒の低下や収⼊の損失につな
がっている。今後、公衆衛⽣学的な観点からは、職場における柔軟な勤務体制の導⼊や、適切な医療
へのアクセスの確保、ヘルスリテラシーの向上が求められる。⽉経に関連する健康問題に対する理解を深
め、社会全体で⽀援体制を整備することが、⼥性の健康と労働⽣産性の向上に寄与すると考えられる。 
 
 
■引⽤⽂献 
[国内エビデンス] 
Ito K et al: BMC Womens Health 2024;24(1):303 
 
[海外エビデンス] 
Sims H et al: Women's Reproductive Health 2024;11:166-181 
 



⑧異常⼦宮出⾎（過多⽉経を含む）が QOL に与える影響︓サマリー 

 
はじめに 
過多⽉経（Heavy Menstrual Bleeding, HMB）および異常⼦宮出⾎（Abnormal Uterine 
Bleeding, AUB）は、多くの⼥性の健康に影響を及ぼし、QOL（Quality of Life: ⽣活の質）を低
下させる主要な要因の⼀つとされる。これらの症状は、貧⾎、疲労、疼痛、精神的ストレス、⽣産性の低
下など、⽇常⽣活に広範な影響を与える。本稿では、HMB および AUB が QOL に与える影響に関する
研究を整理し、その影響について考察する。 
 
１）過多⽉経および異常⼦宮出⾎が QOL に与える影響 
⾝体的健康への影響 
HMB および AUB は、貧⾎や疲労を引き起こし、⾝体機能の低下をもたらす。内科外来を受診した⽣
殖年齢の⼥性を対象とした Kocaoz ら（2019）の調査では、HMB の有病率は 37.9%であり、⽉経
期間の延⻑とともに⾝体機能が低下することが⽰された。⼀般⼥性を対象とした Weisberg ら（2016）
のアンケート調査では、HMB に伴う重度の⽉経痛が⼥性の QOL に極めて⼤きな影響を及ぼし、出⾎
量が多い⼥性で寝たきりになる⽇数が増加することを報告している。また、HMB の治療歴のある⼥性を
対象とした Peuranpää ら（2014）の調査では、貧⾎が QOL に影響を及ぼすこと、HMB を発症し
た患者ではヘモグロビン値の回復には⻑期間を要することなどが⽰された。 
ブラジルの⽣殖期⼥性を対象に、AUB の有病率などを調査した Rezende ら（2023）の研究では、
AUB の⾃⼰認識率が 31.4％であり、AUB を認識している⼥性の 47％が貧⾎の診断を受け、約
80％が QOL の低下を訴えた 
⼀⽅、⼦宮筋腫の診断を受けた⽇本⼈⼥性を対象とした Koga ら（2023）の調査では、⼦宮筋腫
を有する⼥性の多くが過多⽉経などの⼦宮筋腫様症状を有しており、特に貧⾎が QOL および仕事の⽣
産性の低下をもたらすことを報告した。 
 
精神的・⼼理的影響 
HMB および AUB は、精神的健康にも悪影響を及ぼす。HMB を経験した⼥性を対象とした Karlsson
ら（2014）の調査では、正常な⽉経を持つ⼥性と⽐較して、健康関連 QOL（HRQoL）が著しく低
下しており、特に、不安や抑うつ症状などの精神症状の発症率が⾼く、社会的な制約が増える傾向にあ
ることが⽰された。 
さらに、 HMB または⽉経困難症（DM）を有する若年⼥性を対象とした Pouraliroudbaneh ら
（2024）の 55件のシステマティックレビューでは、HMDの症状が学業成績や⽇常⽣活に重⼤な影響
を及ぼすこと、若年⼥性の 80%以上が⾻盤痛に加え、睡眠障害や気分障害などの精神的影響を経
験しており、満たされていないニーズが多く存在するが、情報へのアクセスが限られているため、症状の管
理が不⼗分で、その結果としての QOL が損なわれていることを報告した。 



異常⼦宮出⾎（AUB）を呈するタイ⼈⼥性を対象にした Wongwananuruk ら（2022）の調査で
は、AUB を有する⼥性では、⼀般的な⼥性よりも QOL が低く、なかでも慢性 AUB や閉経後出⾎を有
する⼥性で QOL が特に低いことを明らかにした。 
 
労働・学業への影響 
HMB および AUB は、職場や学校における⽣産性にも⼤きな影響を及ぼす。過多⽉経または貧⾎で鉄
剤を服⽤している⼥性を対象とした Ito ら（2024）の調査では、HMB や貧⾎による吐き気や嘔吐が
労働⽣産性の低下と関連していることが⽰された。症状を抱える⼥性はプレゼンティーイズム（出勤して
いるが⽣産性が低い状態）が⾼く、仕事のパフォーマンスにも悪影響を及ぼしていた。 
また、若年⼥性における⽉経障害の影響を調査した Pogodina ら（2022）の研究では、⽉経困難
症や希発⽉経を持つ⼥⼦⽣徒のQOLスコアが低く、感情機能領域で特に悪影響を受けていることが明
らかになった。 
 
２）治療介⼊の必要性 
HMB および AUB に対する適切な診断と治療が必要となる。前述の Peuranpää ら（2014）の
HMB を有する⼥性の調査では、貧⾎が QOL を低下させるが、逆に貧⾎の改善が QOL改善と関連す
ることも報告している。 
また、Hacioglu ら（2016）は、過多⽉経を持つ⼥性の 40%が出⾎障害を有しており、そのうち⼀部
はフォン・ヴィレブランド病などの遺伝性疾患であることを明らかにした。このことから、原因不明の HMB に
対しては、⾎液検査を含む適切な診断が必要である。 
HMB に対する治療法として⼦宮鏡下⼦宮内膜切除術（ER）や⼦宮内膜アブレーション（GEA）を
⽤いた場合の有効性を検討した Vitale ら（2022）の研究では、ER や GEA 療を受けた患者は⼦宮
摘出術を受けた患者と⽐較して、⾝体機能や活⼒に関する QOL スコアが低いことを報告した。 
 
３）結論 
HMB および AUB は、⽉経困難症などとは異なり、⻑期に渡ってあるいは不規則に症状が現れるため、
⾝体的・精神的健康、労働⽣産性、学業成績など、⼥性の QOL に幅広く影響を及ぼすと考えられる。
これらの症状を適切に管理するためには、早期の診断と治療、鉄補充療法や疼痛管理などの医療的介
⼊が不可⽋である。今後、⼥性の健康と QOL向上のために、HMB および AUB に関するさらなる研究
と啓発活動が必要である。 
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⑨異常⼦宮出⾎（過多⽉経を含む）が経済・労働⽣産性に与える影響︓サマリー 

 
 
はじめに 
過多⽉経（HMB）および異常⼦宮出⾎（AUB）は、多くの⼥性にとって⽣活の質（QOL）の低下
や労働⽣産性の損失を引き起こす重要な健康問題である。これらの症状は、貧⾎を伴うことが多く、医
療費の増加や職場でのプレゼンティズム（出勤しているが⽣産性が低下している状態）およびアブセンテ
ィズム（⽋勤）につながることが指摘されている。本レビューでは、HMB/AUB が労働⽣産性や経済負
担に与える影響について、近年の研究をもとに考察する。 
 
１）過多⽉経（HMB）による労働⽣産性の低下 
⽇本の HMB や貧⾎のために鉄剤を服⽤している⼥性を対象とした Ito ら（2024）の研究では、鉄剤
による悪⼼や嘔吐が QOL や労働⽣産性に影響を与えることを⽰した。特に、悪⼼や嘔吐を有する⼥性
は、プレゼンティズムの増加や労働⽣産性の低下がもたらされた。また、オーストラリアの⼥性を対象とした
Weisberg ら（2016）のアンケート調査では、HMB に重度の⽉経痛を伴う場合は、HMB 単独の場
合よりも QOL のあらゆる側⾯で顕著な低下がみられ、寝たきりの⽇数が増加し、その結果労働⽣産性
の低下を招くことが報告された。 
⼦宮筋腫の診断を受けた⽇本⼈⼥性を対象とした Koga ら（2023）の調査においても、⼦宮筋腫を
有する⼥性の多くが過多⽉経などの⼦宮筋腫様症状を有しており、特に貧⾎が QOL および仕事の⽣
産性の低下をもたらすことが⽰された。同様に、⼦宮筋腫の⼥性患者を対象とした Marsh ら（2018）
の調査では、「⼦宮筋腫のリスクあり」の⼥性は⽉経出⾎量が多く、労働⽣産性の低下に影響を及ぼす
ことが報告された。 
 
２）治療法と経済的影響 
異常⼦宮出⾎に対する治療法の費⽤対効果についても研究が⾏われている。Miller ら（2015）の
⽶国の解析では、⼦宮内膜切除（GEA）が⼦宮摘出と⽐較して費⽤対効果が⾼く、⽋勤⽇数の減
少に寄与することが⽰された。また、のドイツの医療保険データを⽤いた Kessel ら（2015）の研究では、
ラジオ波焼灼療法（RFA）が⼦宮摘出よりもコスト削減効果があり、治療後の外科的介⼊の必要性
が低いことが⽰された。 
 
結論 
過多⽉経および異常⼦宮出⾎は、⼥性の QOL や労働⽣産性の低下を引き起こし、経済的負担を増
⼤させる主要な要因である。HMB/AUB によるプレゼンティズムやアブセンティズムは、⽣産性低下や医
療費の増加をもたらし、職場環境や医療制度への影響が懸念される。特に、治療選択肢の適切な活
⽤が、経済的損失を抑えながら QOL を改善する鍵となる。今後の研究では、⼥性の健康管理と労働



⽣産性の向上を両⽴させるための政策や医療介⼊の最適化が求められる。 
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PMS研究結果



今回の研究の目的

• PMSは生殖年齢の女性に発症する疾患

→比較的早い段階での介入や予防が可能であることから、

その長期的な予後を明らかにすることに意義があると考えられる。

?PMS
予防策



方法

• 研究デザイン：PMS病名がついた時点を基点とした後ろ向き
マッチドペアコホート研究

• データベース : JMDC

• 抽出期間 : 2005年1月から2024年7月

• P：18-49歳かつ健康診断の受診歴がある女性

• E：PMSあり

• C：PMSなし

• O：高血圧、糖尿病、脂質異常症



Age 18－49

≧1 year of insurance 

enrollment

Health checkup within 

lookback period

Exclude:

Amenorrhea(n=103)

Prior history of HT/DM/DL 

and medicine for these 

diseases  

before matching

(n=1,828)

Missing 

BMI/smoking/alcohol

(n=1,515)

Suspected PMS (n=700)

Age 18－49

≧1 year of insurance 

enrollment

Health checkup within 

lookback period

Observation period after 

index date

Exclude:

Observation period after 

index date(n=10,412)

Amenorrhea(n=534)

Prior history of HT/DM/DL 

and medicine for these 

diseases  

before matching

(n=5,826)

Missing 

BMI/smoking/alcohol

(n=5,945)

Female individuals recorded in the JMDC Claims Database 

2005 January – 2024 July

(n=10,592,453)

Matching

1:10
with PMS

(n=12,620) 

with PMS

(n=36,499)

with PMS

(n=12,627) 

without PMS

(n=4,520,693) 

Health checkup history

(n=4,557,192)

without PMS

(n=123,513) 

without PMS

(n=55,618) 

without PMS

(n=4,520,693) 

with PMS

(n=12,620) 



結果

複合
病名

複合
処方＋
健診

高血圧
病名

高血圧
処方＋
健診

糖尿病
病名

糖尿病
処方＋健
診

脂質異常症
病名

脂質異常症
処方＋健診

95%
CI

1.38-1.61 1.05-1.17 1.27-1.72 1.25-1.46 1.19-1.60 0.64-1.57 1.44-1.75 0.99-1.13



病名をアウトカムとした解析でも、処方歴や健診値異常を組み合わせた感度解析に
おいても同様の傾向がみられたことは、PMSが広範な生活習慣病全般のリスク因子
である可能性もしくは、関連する発症メカニズムを保有している可能性を示唆した。
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1.38-1.61 1.05-1.17 1.27-1.72 1.25-1.46 1.19-1.60 0.64-1.57 1.44-1.75 0.99-1.13



結果

複合
病名

複合
処方＋
健診

高血圧
病名

高血圧
処方＋
健診

糖尿病
病名

糖尿病
処方＋健
診

脂質異常症
病名

脂質異常症
処方＋健診

95%
CI

1.38-1.61 1.05-1.17 1.27-1.72 1.25-1.46 1.19-1.60 0.64-1.57 1.44-1.75 0.99-1.13

・年齢層別でも差は認めなかった → PMSとアウトカムの関連は年齢に依存しない

・ベースライン時点での健診値異常を除外しても結果は不変
   → 初期の健康状態による影響も否定的

・PMS診断後1年以内に低用量ピルを3シート以上処方された群に限定しても関連は変わらなかった
→ より確実なPMS、ピルで月経をコントロールしていてもPMSの性質は変わらず、同様の関連あり



結果

両者の結果の違い
・関連づけるメカニズムの種類の違いが影響
・今回対象となっているPMS群の特性の違いが影響



結論

PMSが広範な生活習慣病全般のリスク因子である可能性、

もしくは関連する発症メカニズムを保有している可能性があり、

特に高血圧と関連があることが示唆された



Limitation

• 未診断のPMSが多く存在する可能性がある

• ストレスや食事内容などは、調整できていない部分がある

• 集団の偏りがある可能性がある

• PMSのどの症状がメインに生じているかわからない

• 初経時期や詳細な月経歴などが特定できない

• 健診での測定値が、月経周期のどのタイミングで測定している
か、わからない

• 保険離脱で追跡期間が短く、中高年期まで追えていない



別紙4 
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                              氏 名 藤井 輝夫        

 
   次の職員の令和６年度厚生労働科学研究費補助金の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理

については以下のとおりです。 

１．研究事業名   女性の健康の包括的支援政策研究事業                                       

２．研究課題名   月経随伴症状に関連した健康課題の公衆衛生学的分析とその解決に向けた包括的研究                                       

３．研究者名  （所属部署・職名） 医学部附属病院・准教授                                

    （氏名・フリガナ） 平池 修（ヒライケ オサム）                            

４．倫理審査の状況 

  
該当性の有無  

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み   審査した機関 
未審査（※

2） 

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫

理指針（※3） 
 ■  □ ■ 東京大学 □ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針  □   ■ □  □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針 
 □   ■ □  □ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称：                   ） 
 □   ■ □  □ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。 

その他（特記事項） 
                          
（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。 
（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対象

とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 
研究倫理教育の受講状況 受講 ■   未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合は委託先機関：                 ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □  無 ■（有の場合はその内容：                 ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 
・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。

 



令和７年２月６日 
厚生労働大臣 殿           

                               機関名 国立大学法人東京大学 

                      所属研究機関長 職 名 学長 
                              氏 名 藤井 輝夫        

 
   次の職員の令和６年度厚生労働科学研究費補助金の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理

については以下のとおりです。 

１．研究事業名   女性の健康の包括的支援政策研究事業                                       

２．研究課題名   月経随伴症状に関連した健康課題の公衆衛生学的分析とその解決に向けた包括的研究                                       

３．研究者名  （所属部署・職名） 医学部附属病院・講師                                

    （氏名・フリガナ） 内野（森） 繭代（ウチノ（モリ） マユヨ）                            

４．倫理審査の状況 

  
該当性の有無  

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み   審査した機関 
未審査（※

2） 

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫

理指針（※3） 
 □  ■ □  □ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針  □   ■ □  □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針 
 □   ■ □  □ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称：                   ） 
 □   ■ □  □ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。 

その他（特記事項） 
                          
（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。 
（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対象

とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 
研究倫理教育の受講状況 受講 ■   未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合は委託先機関：                 ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □  無 ■（有の場合はその内容：                 ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 
・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。

 



令和７年２月２１日 
厚生労働大臣 殿           

                               機関名 国立大学法人東京大学 

                      所属研究機関長 職 名 学長 
                              氏 名 藤井 輝夫        

 
   次の職員の令和６年度厚生労働科学研究費補助金の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理

については以下のとおりです。 

１．研究事業名   女性の健康の包括的支援政策研究事業                                       

２．研究課題名   月経随伴症状に関連した健康課題の公衆衛生学的分析とその解決に向けた包括的研究                                       

３．研究者名  （所属部署・職名） 医学部附属病院・教授                                

    （氏名・フリガナ） 大須賀 穣（オオスガ ユタカ）                            

４．倫理審査の状況 

  
該当性の有無  

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み   審査した機関 
未審査（※

2） 

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫

理指針（※3） 
 ■  □ ■ 東京大学 □ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針  □   ■ □  □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針 
 □   ■ □  □ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称：                   ） 
 □   ■ □  □ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。 

その他（特記事項） 
                          
（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。 
（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対象

とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 
研究倫理教育の受講状況 受講 ■   未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合は委託先機関：                 ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □  無 ■（有の場合はその内容：                 ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 
・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。

 


